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実現の方策

■キャラクターを持った 3つの地区の提案

■3地区のダイアグラム

■3つの地区の現況

■実現に向けての体制

既に多くの福祉施設が存在する
地域です。地区の中心の区画の
アーケードを取り払い地区の中
庭とする中庭を回るように高齢
者も歩き回れる回遊性を生み出
し、コミュニティー交流の拠点
となります。

既存の緑地環境を活かし計画地
域全体の中庭とし、住民のため
のイベントスペースなどとして
も用います。
また歴史地区に繋がるバス路線
を設置することで既存の文化セ
ンターと併せ文化発信拠点とし
ての機能を付加します。

現在駐車場となっている土地を
コーポラティブハウス、小さな
中庭として利用します。これに
より新規居住者が交流の中から
新たな活動を起こす機会を備え
た住居地域とします。

1.  高齢者福祉地域：柳ヶ瀬地区

2.  緑の地域 : 金町公園地区

3.  まちなか居住地域：玉宮通り地区
まちなか居住の「中庭」

地域の「中庭」

賑わいを生む「中庭」
地域 1  高齢者福祉地域
福祉施設が多く、またアーケー
ドに覆われた商店街が中心と
なっています。

地域 2  緑の地域
金公園、金神社等の緑地資源
が豊富な地域です。

地域 3  まちなか居住地域
玉宮通り商店街を中心に三地
区の玄関口としての機能が求
められる地域です。また駐車
場が多く界隈性を生み出すた
め土地利用の再考が求められ
ています。

　1. 日常生活で小さな中
庭、身近な緑に日常的に親
しむ機会を設けます。

　２. 身近な緑を通して緑
に対する意識を高め、地域
の「中庭」、金公園や金神
社の中規模緑地での活動に
発展させます。

　3. これにより岐阜市の
持つ長良川や金華山等の地
域文化に根ざした緑地資
源、大規模緑地の再認識を
促します。
同時に新たな岐阜の地域文
化発信拠点としての機能も
果たします。

賑わいを生む「中庭」

回遊性

活動への発展
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り地区地区地区
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連携

　本計画を行うにあ
たり玉宮通りまちづ
くり協議会に岐阜
市、民間企業、地元
商店の一体とした主
体を構築します。岐
阜市はコミュニティ
バス計画の整備、地元商店は整合性を取れたまちづくりに対する協力、
近隣の民間企業は CSR・事業アドバイスという形で参加します。

調査：岐阜市の市街化の歴史とライフスタイルの変化

16世紀以降　《自然との共生の中で営まれた生活》

戦後～再開発期　《都市の拡大と賑わう商店街》

再開発以降～現在　《商店街の衰退と移動の場としての中心地》
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自然を活用した
ライフスタイル

商店街を中心とする
ライフスタイル

商店を必要としない
ライフスタイル

16 世紀以降の中心地 岐阜の自然資源とライフスタイル

商店•飲み屋街として賑わう商店街

消費の場から移動の場へ

戦後～再開発のライフスタイル

再開発～現在のライフスタイル

　岐阜市では、古来より
長良川や金華山の豊かな
自然資源に囲まれていま
した。長良川での鵜飼や
金華山の麓にそびえる神
社の参拝、岐阜城など当
時の人々のライフスタイ
ルの中には、自然が必ず
関わっていました。

　戦後になると経済発展
のもとに都市が拡大した
結果、居住地が南下し
柳ヶ瀬地区周辺に商業地
区が栄え、人々が集まり
始めました。当時は問屋
や繁華街として地区の中
でも有数の賑わいを見
せ、消費の場としての性
格が強くありました。

　再開発以降になると、
•郊外に人と物が集まる
•駅前や南口が栄える
ことになった結果、商店
街の地区が、消費する場
から通過する場へと変
わっていきます。このこ
とが、現在の増加する未
利用地や衰退する商店街
の現象へ繋がっていると
考えます。廃止された路面電車賑わいの少ない商店街

飲み屋街の賑わい

商店の賑わい

鵜飼の様子 金華山にそびえる岐阜城

提案： 都市生活の「中庭」づくり

 「中庭」が持つ 3つの機能

都市活動の活性化

■3.「どこからでもアクセス」できる「中庭」

中心市街地の空白の空間に、岐阜の文化である自然と呼応するとともに、人びとの活動の中心となる場をつくる。

これら、３つの機能により中庭は、通過交通の場としての認識されてい
た都市の中に、人々がくつろぐことの出来る半プレイベートな空間とし
て認識され、自然と触れ合い、岐阜の文化や伝統との接点となる空間と
なります。この、都市・自然に対する関係の深まりと岐阜の環境資源と
の交わりにより、都市空間と人々との交わりが積極的となることで、都
市での人々の活動が活性化します。

■1. 都市の外部空間を「内部化」する「中庭」
・緑に囲まれた空間は中心地
での人々の新たな居場所とな
ります。
・緑地により、周辺の施設同
士が接続することで周辺施設
が活性化します。
・移動交通から離れ、個人的
な活動が行える場となります。

・多様なアクセスがあり、人々の生活の中に位置づけやすい。
・気軽にアクセスでき、中心地での人々の滞留時間を伸ばす。
・「中庭」を拠点とした都市の中での生活がうまれる。

■2. 都市生活の中の「環境装置」としての「中庭」 ・岐阜の自然と対峙する場となります。（四季の移ろい）
・子供たちが見て触れて学習する場となります。
・地域の住環境資源となります。

岐阜の四季折々の植物五感で感じる自然

中心市街地でのライフスタイルが「中庭」を拠点としたものとなり、
・都市居住の促進
・人々の交流の増加
・岐阜の文化・伝統が生活の中の一部となる。

都市の中のプライベート空間のような中庭

都市生活のバッファーゾーン
となる中庭

　以上のように、近年岐阜市では沿道空
間や公共空間沿いの商業空間・インフラ
整備が進み、沿道空間を中心として賑わ
いの場が形成されてきました。しかし、
その一方で中心市街地の街区内側は未利
用地や駐車場が増え、中心市街地の活気
は失われてしまっています。
　そこで、本計画では街区内側に人びと
が活動し交流の場となるような都市の
「中庭」空間づくりを行うことを通して、
岐阜の風土・文化と人々の生活との交わ
り深めることで、人びとのライフスタイ
ルを再考することを提案します。

日常で感じる自然

岐阜の中庭の環境整備

レクリエーションや文化活動により
体感する岐阜の風土・伝統

岐阜の深山幽谷/
岐阜の風土・歴史の源

自然との交わりが深まり
岐阜の風土・伝統への関
心が増進されます。

都市でのライフスタイル
の見直し

より深い岐阜の風土
への理解を求めて

提案の方策：自然を取り入れた暮らしの中で人々の活動を取り戻す

～暮らしからつくる岐阜の中庭～
環境資源を顕在化させる現代的まちなか居住の再考


